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　県内11事業所を含む全国41事業所から576品目 14,000 点以上の商品が集まり、各事業所から延べ80
人の協力をいただき、様々なご縁と機会が重なり17年ぶりに開催された福井大会は「17年も空いているし、
福井開催のチャンスがあるならやりましょう！」とＮＨＢを経験したことの無い若者の言葉から始まりました。
　コロナ禍で走り出した実行委員会は、現地調査で行ったＮＨＢ徳島の一体感に圧倒され、同年開催のＮＨＢ
千葉の人口や会場の規模感に圧倒されたところからのスタートでした。しかし、全国初となる２か所同時開催（フ
クション、はぴりゅうフェスタとの共催）さらに、総合スキルコンテストの同日開催を行い記録と記憶に残る
ＮＨＢ福井大会になりました。職員同士の顔と名前が全く分からないままスタートしましたが、終わるころに
は「知り合いが増えて横のつながりが強くなった」と何人もの方から声をいただいた事は、成果の一つであり、
次回以降の事業では更に大きなものが出来ると確信しております。
　最後になりますが、実行委員会のメンバーには、度重なる変更や制度の問い合わせなど、多大な協力をいた
だく中で、各担当者が自発的に企画を考え、会場の装飾や広報、そして荷受け荷送りなど開催期間の前後に渡
り本当に尽力していただきました。また、協議員のメンバーの皆様には、当初は「若いメンバーを集めて、斬
新な発想でやりたい」と生意気なことを言っていたにも関わらず、施設長会議では段取り不足で多くの叱咤激
励があり、県内の若手職員を集める難しさを感じていた頃、何も言わず率先してＮＨＢ成功のために尽力して
いただきました。この場をお借りして改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。
　皆様と共に創り上げた全国ナイスハートバザール2022inふくい。この事業を通して、我々が社会就労センター
協議会の未来を共に描くきっかけになれば幸いです。

全国ナイスハートバザール2022in ふくいを終えて
　（NHB＝ナイスハートバザール）

全国ナイスハートバザール2022in ふくい
　　　実行委員長　嶋　田　祐　介

秋晴れの中、華々しいテープカットで
スタートしました

オープニングセレモニー

　令和 4年 10月 14日（金）～ 18日（火）の 5日間、JA福井県農産物直売所　喜ね舎　愛菜館にて、全国ナイ
スハートバザール 2022　in ふくい　が開催されました。
　ナイスハートバザールは、全国の社会就労センター（障がい者就労支援事業所等）で生産・製造した製品を展示
販売し、販路の拡大、障がい者の工賃・賃金水準の向上を図るとともに、多くの市民の理解を深め、障がいのある
方々の社会参加を促進することを目的としており、福井県での開催は 17年ぶりとなりました。
　初日にはオープニングセレモニーを開催、晴天の下でのテープカットで華々しくスタートしました。喜ね舎　愛
菜館は日頃より早朝からお客様が来場されますが、初日は天気も良く多くの方々にご来場いただきました。今回、
全国ナイスハートバザール 2022in ふくいを PRするためイメージビデを制作。開催前から喜ね舎　愛菜館で上映
をさせて頂きました。買物に来られた方々に、たくさん立ち寄っていただき、一般のお客様にナイスハートバザー
ルをPRすることも出来ました。開催期間中は、コメディーショーやハーバリウム体験、縁日広場などのイベント
の開催や、セルプ商品のお土産抽選会など催し物満載で、楽しい雰囲気に包まれた 5日間でした。

バザール2022 in ふくいバザール2022 in ふくい
全国ナイスハート全国ナイスハート
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早朝からお客様にご来場いただきました

スタッフは揃いのビブスで元気に接客！ 縁日広場は子ども達に大人気

ピエロのトントさん
わくわくコメディーショー

　また 10月 15日（土）～ 16日（日）の２日間は、サンドーム福井でも同時開催し、より多くの方々にご来場頂
く事が出来ました。サンドーム会場は本館とものづくりキャンパスの2か所にブースを設け販売しました。ボッチャ
体験のイベントも開催し、たくさんの方々に参加頂きました。
　10月 14日（金）には、総合スキルコンテストも会場内で同時開催し、障害のある方への理解を深める事ができ
ました。
　運営スタッフはお揃いのビブスを着用し、心のこもった魅力的な商品を来場者に紹介したり、「いらっしゃいませ」
と元気いっぱいにお客様を呼び込み、イベントを盛り上げ、地域の方々とのふれあいも深まる素敵なナイスハート
バザールとなりました。
　ナイスハートバザールを通じ、運営スタッフの繋がりも深まり、大変貴重な 5日間となりました。

はぴりゅうフェスタでも同時開催しました 食品コーナーは、いつも人気です

たくさんの方々がご来場くださいました レジにはお客様の列が出来ました
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　第１５回セルプ総合スキルアップコンテストが 10月 14日に開催されました。
今回は全国ナイスハートバザール 2022 ㏌ふくいの販売会と合わせての開催となり
ました。調理部門・サービス部門の 2部門は実際の飲食店の厨房と客席を使っての

実技となり、参加された方はより実践的な状況で緊張
されていました。私の主張部門は収録動画での審査と
なりましたが、動画は全国ナイスハートバザールの販
売会場でも一般公開されており、販売会の会場に来て
いただいた一般のお客さんにも見ていただきました。

私の仕事　題名「障がいと仕事に向き合って」

第
15
回

順　　位 施　設　名氏　　名

準 優 勝 島田 陽太さん

優　　勝

ぴーぷるファン

福授園山本 大貴さん

特 別 賞 青木 みさきさん ぴーぷるファン

第 ３ 位 荒木 つかささん セルプうらら

発表時間内（4～ 5分）で、自分の考えや思いなどを主張する。
テーマは「私の仕事」「私の趣味」から選んで発表する。

私の主張部門

福授園
　山本　大貴さん

まさか一位になると思って
いませんでした。
とても嬉しいです。

　閉会式はリモートで行われ、各部門の入賞の発表は
各事業所にてドキドキしながら待っていました。入賞
者には後日各事業所にて賞状と記念品が贈られました。

セルプ総合スキルコンテストセルプ総合スキルコンテスト
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順　　位 施　設　名氏　　名

準 優 勝 藤原 慎吾さん

優　　勝

ぴーぷるファン

うめのき山本 栞菜さん

特 別 賞 山田 裕美さん うめのき

第 ３ 位 笹木 健さん ぴーぷるファン

カフェ店内で、お客様の注文等に対する接客サービスの技を競
います。

サービス部門

うめのき
　山本　栞菜さん

サービス部門への挑戦は 2
回目でしたが、優勝してめ
ちゃ嬉しかったです。☺

順　　位 施　設　名氏　　名

準 優 勝

優　　勝

ぴーぷるファン②

ぴーぷるファン①打谷 有加さん
加藤 聖菜さん

杣　 陸也さん
坪谷 亮哉さん

山本 明栄さん
A・Sさん

中村 仁暁さん
松田 美夢さん特 別 賞 あけぼの園

第 ３ 位 ハスの実の家

制限時間（30分）内で、デザートプレート（ホットケーキ）の
調理、盛り付け等を競います。

調 理 部 門

ぴーぷるファン
　打谷　有加さん
　加藤　聖菜さん

ぴーぷるファン
　打谷　有加さん
　加藤　聖菜さん

・最初は上手く出来ない所があって
１位になれないと思っていたけど、
優勝出来て本当に良かったです。
・去年より時間に余裕があって落ち
着いて調理することが出来ました。

・去年のスキルアップコンテストで
は２位だったけど、今年は初優勝で
きてとても嬉しいです。
・生地の焼き色を焦げないように、
綺麗に焼くことを心がけました。

ぴーぷるファン
　杣　　陸也さん
　坪谷　亮哉さん

ぴーぷるファン
　杣　　陸也さん
　坪谷　亮哉さん
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　小さな種・ここるは福井県鯖江市に法人本部を持つ障がい福祉サービス事業 （就労継続支援A型）を行
うNPO法人で、2つのカフェの運営と農業、クリーニング事業、農作物の６次産業化の事業を営んでいます。
　“「できないこと」ではなく、「できること」に目を向けて、互いに敬意を持って歩み寄る“そんな関係
性をつくっていけたらと考えています。
　ここるは漢字で "心流 " と書きます。かたくなになっている人の想いが「ここる」で自然に解かされて
流れ出す。そんな人と人との出会い、交流を大切にする法人でありたいと思っています。

特定非営利活動法人

小さな種・ここる
事業所名：特定非営利活動法人　小さな種・ここる
　　　　　（就労継続支援A型事業所）
住　　所：福井県鯖江市住吉町 1丁目 1-19
電　　話：0778-77-2022
アドレス：cocoru0325@ur.ttn.ne.jp
法人設立：平成 23年 9月 28日
定　　員：20名（現員 16名）

　研究部会主催の【セルプ学習会】が開催されました。
研究部会員を含め、その他事業所職員の皆様の参加を頂
きました。
　今年度は、前半を就労支援事業（授産事業）に関する
4項目　①工賃向上に向け、どの様な取り組みをしてい
ますか？　②利用者工賃について、どの様に決定してい
ますか？　③就労支援事業（授産事業）の事業所状況に
ついて教えて下さい　④現在、就労支援事業で課題と考
えられる事は何ですか　について、後半は利用者支援に
関する 4項目　①作業支援の状況について　②利用者
支援での成功例を教えて下さい　③強度行動障害の利用者支援について　④ケース会議・研修について
　をテーマとしグループ討議（意見交換）をして頂きました。事前に研究部会員の皆さんに、各項目に
ついての事業所状況を報告してもらい、それに基づき資料を作成しました。どのグループも活発な意見
交換が行われ「参加型研修は、その場の空気感（温度感）を肌で感じる事が出来る」「ざっくばらんに
話ができ、時間が足りないほどであった」等、参加者がそれぞれの事業所状況を確認し、問題や課題を
共有する事が出来て、大変有意義な学習会となりました。

期 日　令和 5年 2月 20日（月）
会 場　福井県社会福祉センター

令和 4年度福井県社会就労センター協議会研究部会令和 4年度福井県社会就労センター協議会研究部会
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　今年度の研修会は、若年性認知症の方の福祉的就労利用に
関し、その内容や実態把握・今後の展開等について学び、障
がい者福祉の今後の可能性を図ることを目指し、福井県若年
性認知症相談窓口　若年性認知症支援コーディネーター：夏
井絵美氏を講師にお迎えし『若年性認知症の方の福祉的就労』
と題し、講演を頂きました。
　若年性認知症と言っても、認知症の症状や進み方は人によ
り様々で、一人ひとりの状況に合わせた対応が大切である事
や、成功体験を積み不安軽減や自信の持てる関わりが有効で
あり、障がいのある方々への支援と同様の関りで寄り添って
いく事が重要であるとおっしゃっていました。
　また後半は、4つのテーマ【若年性認知症の方への理解に
ついて、重度高齢化における工賃向上について、障害種別が
違う中での支援について、BCPへの取り組みについて】に
関し、グループに分かれ各事業所の現状や課題、取り組み等
に関し意見交換を行いました。サービス種別や事業所の規模・
立地・作業内容などにより、状況は若干異なりますが、課題
に関してはどの事業所も共通するものがあると感じました。
具体的な解決策までは見出せませんでしたが、メンバー間で活発な討議がなされ大変貴重な時間となりまし
た。
　最後に、各グループ内で討議した内容やグループワークの感想などを全グループが発表しました。テーマ
の異なるグループの発表を聴くことで、新たな視点での課題認識や情報共有をする事が出来ました。
　今年度は集合型での開催でしたが、多くの事業所から職員が参加し実りの多い研修会となりました。

令和 4年度福井県社会就労センター協議会職員研修会

令和5年度に

　【東海北陸社会就労センター研究協議会　『福井大会』】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が開催されます！！

期日：令和5年 11月 9日（木）・10日（金）
場所：福井市にぎわい交流施設　ハピリン
　　　福井市中央1丁目 2－1

期 日　令和 5年 3月 3日（金）
会 場　福井県社会福祉センター



＜絵画の部大賞＞

審査員講評
かつて美術史の中で出てきた表現主義絵画運動を思わせる程、迫力の
ある作品。黒色の基調の上に赤、黄、青の三原色が効果的に配置され
た秀作である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芹川　貞夫

作
品
名
　
風
神
雷
神

作
者
名
　
斉
藤 

達
也

作者のコメント
みんなで協力し作った作品なので、みんなの思いが、ぎゅっーとつま
た作品が大賞に選ばれた為、すごく嬉しいです！

作
品
名
　
遊
び
に
お
い
で
よ
！

　
　
　
　
わ
い
わ
い
森
へ

作
者
名
　
わ
い
わ
い
ポ
ケ
ッ
ト

＜写真の部大賞＞

審査員講評
長く続くコロナ禍での切実なメッセージを写真にこめています。近景
に風景を配していますが、黒いブロック塀が、隔たれた感を増してい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恵美　洋一

審査員講評
黒と白のバランスがよく、堂々とした作品に仕上がっています。また、
カスレの効果も充分に発揮され、安心して鑑賞できる作品になってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青柳　吟風

＜書道の部大賞＞作
品
名
　
金

作
者
名
　
山
村 

虎
汰
郎

審査員講評
楽しい場「わいわいポケット」が新聞紙を丸めて作ってあります。い
ろいろな動物の顔の表情が素敵です。爬虫類の亀もいます。昆虫の蝉
もいます。鳥類の白鳥もいます。みんな仲良しですね。
                                                                           三田　松一郎

＜オブジェの部大賞＞作
品
名
　
外
へ
い
き
た
い

作
者
名
　
明
石 

真
由
美

作者のコメント
大賞がとれてうれしいです！

作者のコメント
コロナが早く落ち着いて前みたいに沢山出かけたい気持ちを込めまし
た。生まれて初めて、賞をもらいとても嬉しいです。

作者のコメント
金賞とか金メダルとかを思いながら書きました。大賞をとれるとは
思っていなかったので、とてもおどろいたしうれしかったです。
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令和 4年度　活動内容令和 4年度　活動内容

3 団体合同研修会 令和 5年２月 25日

総会 令和 4年 4月 15日

令和4年 10月 14日～ 18日
令和 4年 10月 14日・15日

・「全国ナイスハートバザール 2022in ふくい」説明会

ナイスハート
　バザール in ふくい

・会場： JA福井県農産物直売所　喜ね舎（きねや）　愛菜館
・会場：サンドーム福井　フクション ! フェスにて同時開催

・テーマ「障がい者の権利擁護について」
　（講師：日本知的障害者福祉協会　権利擁護委員会委員長　近藤 誠氏）

調査部会

研修部会
企画部会

広報部会

事　業　名

令和 4年 4月
　　　　 10 月

・福井県社会就労センター協議会会員名簿・施設調査
・全国ナイスハートバザール 2022in ふくい開催に伴うアンケート

研究部会
（セルプ学習会）

研修部会

企画部会

広報部会

調査部会

令和 5年 2月 20日

・『中堅職員の資質向上や情報交換を含めたネットワーク作り
　のための学習会の開催』
・事業所と利用者支援に関して幾つかの項目を設定し、事業所
　の状況や取組等の意見交換

令和 5年 3月 3日

令和 4年 10月 14日

令和 5年３月

・職員研修会の開催「若年性認知症の方の福祉的就労」

・総合スキルコンテスト開催
　会場： JA福井県農産物直売所　喜ね舎（きねや）　愛菜館

・広報紙「e－selp」の発行

実　施　日 内　　　　　容


